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（写真＝新ひむかづくり運動町民会議総会）
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新
東
郷
橋
の
早
期
完
成
を
陳
情

　
江
藤
隆
美
建
設
大
臣
が
、
四
月
二

十
七
日
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
向
・
入
郷
地
区
の
道

路
事
情
視
察
の
た
め
訪
れ
た
も
の
で

国
道
三
二
七
号
線
、
同
四
四
六
号
線
、

羽
坂
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
町
中
央
公
民
館
で
の
歓
迎
式
で
は

国
道
四
四
六
号
線
の
羽
坂
バ
イ
パ
ス

及
び
新
東
郷
橋
架
橋
整
備
の
早
期
完

用
い

h
㍑

奮

成
と
、
同
じ
国
道
四
四
六
号
線
「
田

口
原
～
中
水
局
間
」
約
六
百
メ
ー
ト

ル
の
未
改
良
区
間
の
改
良
促
進
に
つ

い
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
道
四
四
六
号
線
に
つ
い
て
は
、

東
郷
か
ら
以
西
を
結
ぶ
重
要
な
交
通

路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

東
郷
橋
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
進
み

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、

車
両
の
重
量
制
限
が
な
さ
れ
た
た
め

▲歓迎のあいさつの中で、羽坂バイパス、新東
　郷橋の早期完成について陳情を述べる高森町長

瀞

産
業
面
、
生
活
面
等
広
範
囲
に
わ
た

り
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
更
に
羽
坂
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も

バ
イ
パ
ス
に
隣
接
し
て
「
国
産
材
供

給
体
制
整
備
事
業
」
に
よ
る
木
材
加

工
団
地
を
造
成
中
で
、
昭
和
六
十
二

年
度
に
は
操
業
を
開
始
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

、

噸

べ
▲町グラウンドの仮設テントに設けられた立食
　会で婦人会が用意した山下料理に舌鼓をうつ
　江藤建設大臣

　
「
田
口
原
～
中
水
潮
間
」
に
つ
い

て
は
、
幅
員
が
狭
く
急
カ
ー
ブ
が
多

い
た
め
車
両
の
交
差
も
容
易
に
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
児
童

生
徒
の
通
学
路
で
あ
る
こ
の
区
間
は
、

車
両
の
大
型
化
、
交
通
量
の
増
加
に

伴
い
非
常
に
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
の
二

点
に
つ
い
て
は
早
期
完
成
・
実
現
に

向
け
て
特
に
陳
情
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
式
は
、
約
五
百
名
の
町
民
が

出
席
し
て
行
わ
れ
、
大
臣
か
ら
国
内

・
外
の
情
勢
、
国
会
情
勢
に
つ
い
て
、

ま
た
、
入
郷
地
区
に
お
け
る
国
道
三

二
七
・
四
四
六
号
線
の
重
要
性
に
つ

い
て
直
接
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

畢ゴげぐ
～

／一i

　　　レ藤浦
　　♂メ’
客

・瓢じrハー
　、4・

弓馬福醸、

い
　　　隔
愚

ダ ｝ 耀熱、

ハノー㌧／〕

▲羽坂バイパスの早期完成に向けて図面を用い

　て説明を行う県土木部長

レ
5
月
1
2
日
農
協
駐
車
場
で

　
開
か
れ
た
ふ
れ
あ
い
市
場

東
郷
面

冑
空
市
場

　　

@
の
ご
案
内

　
町
内
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

新
鮮
な
農
産
物
・
特
産
品
の
展
示
即

売
が
、
五
月
か
ら
農
協
前
駐
車
場
と

牧
水
庵
（
坪
谷
）
の
二
ヶ
所
で
開
か

れ
て
い
ま
す
．
．

　
生
産
者
直
売
に
よ
る
四
季
折
折
の

農
産
物
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
市
場

毎
週
月
曜
日

の
午
後
4
時

か
ら
6
時
ま
で
、
日
向
農
協
東
郷
支

店
前
駐
車
場
で
開
催
。

ふ
る
さ
と
市
場

日
曜
日
及
び

祭
日
の
午
前

、
つ

こ“、
つ
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児
童
手
当
法
が
、
六
月
一
日
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
従
来
は
、
三
人
以
上

の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
、

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

ノ1＼

免● ﾖ

臼魯

黶
D

が
、
今
回
の
改
正
で
、
二
人
目
の
子

ど
も
か
ら
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
法
を
紹
介

し
ま
す
。

第
二
子
に
は

　
　
　
月
額
二
千
五
百
円

　
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現
在
、

十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
二
人
育
て

て
い
る
家
庭
が
、
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
二
人
目
の
子
ど
も

は
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
に
限
ら
れ
、
対
象
と

な
る
家
庭
に
は
、
月
額
二
千
五
百
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

増
額
分
の

　
　
　
　
申
請
を

　
三
人
以
上
の
子
ど
も
を
育
て
、
現

在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
家
庭

で
、
二
人
目
の
子
ど
も
が
新
制
度
の

対
象
（
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童
）
と
な
る
場
合

は
、
新
た
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　
】
人
あ
た
り
月
額
二
千
五

百
円
の
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
第
三
子
以
上
の
子
ど
も
に

つ
い
て
も
今
ま
で
ど
お
り
、
　
一
人
あ

た
り
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
児
童
の
年
齢

　
　
　
三
年
間
で

　
　
段
階
的
に
修
正

　
新
制
度
で
は
、
三
年
後
に
対
象
児

童
の
基
準
を
就
学
前
に
統
一
す
る
こ

と
と
し
、
三
年
間
で
段
階
的
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

同　（昭
和
六
十
】
年
六
月
か
ら
）

昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現
在
で
、
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中学

二
人
目
の
子
ど
も
は
二
歳
未
満
、
三

人
目
の
子
ど
も
は
中
学
校
卒
業
ま
で

を
対
象
児
童
と
し
ま
す
。

圖
　
　
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
）

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
、

二
人
目
の
子
ど
も
は
四
歳
未
満
、
三

人
目
の
子
ど
も
は
小
学
校
三
年
生
ま

で
を
対
象
児
童
と
し
ま
す
。

同（昭和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
降
）

　
二
人
目
の
子
ど
も
も
三
人
目
の
子

ど
も
も
、
就
学
前
ま
で
を
対
象
児
童

と
し
ま
す
。申

請

　
新
た
に
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る

家
庭
は
六
月
末
日
ま
で
に
、
ま
た
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
で
第
二
子

が
新
た
に
該
当
す
る
場
合
は
五
月
末

日
ま
で
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
期
限
以
降
の
申
請
は
、
申

請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
、
ま

た
前
年
の
収
入
が
＝
疋
以
上
の
方
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福

祉
係
へ
。

　
　
　
　
（
麿
六
九
－
二
一
一
一
）

10

桙
ｩ
ら
午
後
3
時
ま
で
坪
谷
の
牧

水
庵
前
広
場
で
開
催
。

環
塊
美
化
健

務
め
ま
し
ょ
う

　
六
月
五
日
か
ら
環
境
週
間
が
始
ま

り
ま
す
が
、
本
県
で
は
六
月
八
日
を

「
環
境
美
化
の
日
」
に
設
定
し
、
環

境
美
化
運
動
の
普
及
・
推
進
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、
い
つ
も
美

し
く
快
適
な
環
境
で
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。

＜
ゴ
ミ
・
空
か
ん
は
必
ず
く
ず
箱
へ

や
り
投
げ
の
部
で
金
賞

　
五
月
十
一
日
宮
崎
市
で
開
か
れ
た

県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
次

の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

o
や
り
投
げ
の
部

　
　
金
賞
　
海
野
實
（
坪
谷
）

o
や
り
正
確
投

　
　
銀
賞
　
三
浦
豊
（
迫
野
内
V

O
百
メ
ー
ト
ル
競
争

　
　
銅
賞
　
鈴
原
泰
（
鶴
野
内
）
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倒
さ
な
い
た
め
の
勘
づ
く
り
は

　　

@
中
干
し
と
間
断
か
ん
水
か
ら
〃

O
倒
さ
な
い
米
づ
く
り
と

　
　
　
　
中
干
し

　
早
期
水
稲
は
、
五
月
で
有
効
分
け

つ
が
ほ
と
ん
ど
終
り
ま
す
。
六
月
上

　
鱒
τ
　
薗

　
“
ワ
、
・
・

望
’
・
ワ
・

　
　
　
◎
虻
、墨
躍

中干しは、稲の根張りを

丈夫にし、余分な茎を生

ませず、倒伏に強くなる

んだぞ！

田では

いヒビ
入れる

旬
以
降
の
分
け
つ
は
、
無
効
分
け
つ

と
な
り
ま
す
の
で
、
五
月
下
句
～
六

月
上
旬
は
中
干
し
の
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
（
劃
一
を
参
考
）

　
前
作
が
、
イ
タ
リ
ア
ン
や
堆
厩
肥

を
多
く
施
し
た
水
田
に
お
い
て
は
、

干
す
こ
と
に
よ
り
土
壌
中
の
有
機
物

　
　
　
　
　
　
が
無
機
化
し
て
効
い

乾
町
を
壷

半湿田に
は足がし
ずむ

（中干しの目安）

　湿田には
　強いヒビ
　を入れる

て
き
ま
す
。
　
（
こ
の

時
期
は
窒
素
を
で
き

る
だ
け
少
く
す
る
。
）

干
し
た
後
は
、
水
は

か
け
流
し
に
し
て
、

窒
素
分
を
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

を
二
～
三
度
く
り
返

し
て
干
し
て
や
る
と

葉
色
が
落
ち
て
き
ま

す
。　

倒
伏
を
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
上
か
ら

第
五
壁
間
、
第
四
節

間
が
長
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
第

五
節
士
は
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
ら
な
い
こ
と
。
第
四
石
間
は
、
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
ら
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
第
五
節
間
は
、

出
穂
の
三
十
五
日
前
頃
よ
り
伸
び
始

め
ま
す
。
ま
た
第
四
節
間
は
出
穂
二

十
五
日
前
頃
よ
り
伸
び
る
の
で
、
こ

の
時
期
に
窒
素
分
を
き
ら
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
中
干
し
を
す
る
こ
と
、

二
言
を
早
目
に
や
ら
な
い
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
o
穂
肥

　
肝
要
は
、
穂
に
な
る
分
け
つ
と
無

効
分
け
つ
の
境
に
あ
る
分
け
つ
を
、

穂
に
す
る
か
否
か
の
決
め
手
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
穂
の
粒
数
を
多
く

し
湿
熱
を
高
め
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
豊
肥
の
時
期
は
、
東
郷
町
の
場
合

六
月
十
五
日
～
二
十
日
頃
に
な
り
ま

す
が
、
田
植
時
期
等
に
よ
り
多
少
の

ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。
一
株
の
中
で
、

一
番
大
き
な
分
け
つ
を
抜
き
取
り
、

カ
ミ
ソ
リ
で
た
て
に
う
す
く
切
り
、

幼
穂
が
三
～
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
な

っ
た
ら
穂
肥
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

穂
肥
の
時
期
と
量
に
つ
い
て
は
、
葉

色
と
デ
ン
プ
ン
の
貯
蔵
量
の
状
態
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　
葉
色
に
つ
い
て
は
、
普
及
所
、
役

場
に
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
（
葉
色
の
状

態
に
よ
っ
て
窒
素
の
追
肥
量
を
判
定

す
る
方
法
）
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
稲
作
こ
よ
み
で
は
、

B
B
追
肥
一
号
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り

十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
o
病
害
虫
病
除

　
葉
い
も
ち
病

　
早
期
水
稲
の
重
要
病
害
で
あ
る
博

い
も
ち
病
の
初
発
生
は
、
毎
年
六
月

上
旬
で
す
。
い
も
ち
病
は
、
発
生
し

て
か
ら
の
防
除
も
大
切
で
す
が
、
箱

施
薬
プ
ラ
ス
五
月
下
旬
の
予
防
的
防

除
が
よ
り
効
果
的
で
す
。

　
六
月
上
旬
の
防
除
薬
剤
は
、
ビ
ー

ム
粉
剤
か
水
和
剤
の
】
、
○
○
○
倍

液
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
o
水
管
理

　
拓
植
を
や
っ
て
か
ら
は
、
間
断
か

ん
水
で
根
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

　
o
水
管
理

　
移
植
後
一
～
二
週
間
は
、
や
や
浅

水
に
し
て
苗
の
立
ち
上
り
を
早
く
す

る
と
と
も
に
、
分
け
つ
増
大
を
は
か

り
ま
す
。

　
深
水
に
す
る
と
、
除
草
剤
の
薬
害

を
助
長
す
る
等
の
弊
害
が
多
い
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
あ
と
は

除
草
剤
使
用
後
の
一
週
間
を
除
い
て
、

一
～
二
回
は
ガ
ス
抜
き
を
は
か
り
、

活
着
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

間
断
か
ん
水
は
、
酸
素
を
土
中
に
送
る

こ
と
に
よ
り
根
の
健
全
化
を
は
か
り
ま

す
。

雌壷L白し

溝切り機など
を使って水を
落しましょう。

　
o
有
効
分
け
つ
の
確
保

　
六
月
未
ま
で
発
生
し
た
分
け
つ
は

穂
に
な
る
有
効
分
け
つ
で
す
。

　
普
通
、
田
植
後
三
十
五
日
～
四
十

日
ま
で
に
発
生
し
た
分
け
つ
は
、
穂

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に
出
た
分

け
つ
は
無
効
分
け
つ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
田
植
後
の
活
着
が
い

か
に
大
切
か
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
早
目
の
分
け
つ
促
進
が
穂
数

の
確
保
上
大
切
で
す
。

　
一
株
の
分
け
つ
の
目
標
は
、
二
十

五
本
程
度
で
、
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
た

ら
分
け
つ
を
止
め
る
た
め
に
中
干
し

及
び
二
・
四
D
等
の
植
物
調
整
剤
を

使
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

つ、
つ町報と㈲昭和61年6月号

。
病
害
虫
防
除

　
①
い
し
ゅ
く
病
一
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ

バ
イ
の
田
植
初
期
の
加
害
に
よ
り
、

い
し
ゅ
く
病
の
被
害
が
多
い
の
で
、

田
植
初
期
の
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の

防
除
が
大
切
で
す
。
前
号
で
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
、
田
植
直
前
の
フ
ジ
ワ

ン
カ
ヤ
フ
ォ
ス
粒
剤
の
箱
施
薬
二

箱
七
十
五
グ
ラ
ム
）
で
田
植
初
期
の

畦
畔
か
ら
の
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の

飛
び
込
み
を
防
ぎ
、
田
植
後
二
十
日

目
に
は
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
と
ツ

マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
防
除
を
バ
サ
ジ

　活着を促進し、初期生育を良くするためには本田

初期の水管理が重要です。

蚕壷等

ッ
ト
粒
剤
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
、

こ
の
場
合
、
浅
水
で
散
布
し
て
一
週

間
は
水
を
落
さ
な
い
よ
う
に
し
、

防
除
効
果
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
o
葉
い
も
ち
病

　
葉
い
も
ち
病
の
発
生
は
、
畦
畔
雑

草
の
繁
茂
や
、
無
終
用
の
つ
け
苗
が

発
生
源
と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
、
ほ
場
環
境
の
整
備
を
す
る
こ
と
、

つ
け
苗
は
早
目
に
処
分
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
六
月
中
旬
頃
よ
り
、
レ
ン
ゲ
の
す

き
込
み
田
や
堆
肥
を
多
く
施
し
た
水

騨翼

　日照が多く気温の高い昼間

は浅水にする。

　水の補給、入替えは、夕方

から早朝にかけて行う。

●田植直後は、深水にして水温の上昇に

　つとめることで活着を良くし、また活

　着後は浅水にすると分けつが増加しま

　す。

●出穂後は、よりよい実りのために刈取

　り一週間位前までは落水しないこと。

田
、
冷
水
田
等
で
思
い
も
ち
病
が
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
潔
い
も
ち
病
の
防

除
は
初
発
生
時
に
防
除
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
遅
く
れ
て
ズ
リ
込
み
状

態
に
な
る
と
な
か
な
か
農
薬
が
効
き

難
い
の
で
、
発
生
初
期
に
、
ビ
ー
ム

粉
剤
か
、
水
和
剤
の
一
、
○
○
○
倍

液
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。○

あ
な
た
の
裏
山
は
大
丈
夫
で
す
か
。

○
近
く
の
山
肌
は
？

　
梅
雨
期
、
台
風
時
期
に
な
る
と
、

集
中
豪
雨
や
大
雨
に
よ
っ
て
土
石
流
、

地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
が
発
生
し
、

か
け
が
え
の
な
い
人
命
や
大
切
な
財

産
が
う
ば
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
、
そ

の
防
止
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
年
、
国
・
県
・
市
町
村
で
は
、

土
砂
災
害
防
止
対
策
を
進
め
て
お
り

そ
の
金
額
は
膨
大
な
費
用
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
の
猛
威
は

強
く
、
。
近
年
で
も
長
野
県
王
滝
村
に

お
け
る
土
砂
災
害
、
長
野
市
湯
谷
団

地
に
お
け
る
老
人
ホ
ー
ム
を
も
巻
き

込
ん
だ
土
砂
災
害
の
例
で
も
わ
か
る

よ
う
に
大
き
な
災
害
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

み
な
さ
ん
も
日
頃
か
ら
、
人
命
と

生
活
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
防
止

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
場
合

　
に
は
、
安
全
な
場
所
に
早
目
に
避

　
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
日
頃
か
ら
、
ど
ん
な
雨
の
と
き

　
に
ど
こ
へ
、
ど
ん
な
方
法
で
避
難

　
す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
の
災
害
危
険
箇
所

　
　
　
　
　
　
（
6
0
年
度
調
査
分
）

〔
地
す
べ
り
〕
…
三
箇
所

①
野
々
崎
地
区
　
②
東
石
原
地
区

③
中
水
流
地
区
（
下
三
ヶ
）

〔
急
傾
斜
地
〕
…
十
六
箇
所

○
福
富
…
広
瀬
（
二
箇
所
）
、
鳥
川

○
小
野
田
…
又
江
野
、
山
陰
、
老
谷

　
　
　
　
　
小
野
田
、
下
大
谷

○
迫
野
内
…
地
内
（
二
箇
所
）

○
八
重
原

○
羽
坂
…
沖
之
水
流

○
仲
深
…
久
居
原

○
坪
谷
…
本
村
（
二
箇
所
）
、
石
原

　
土
砂
災
害
に
関
す
る
お
気
づ
き
の

点
、
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
建
設
課
、
県
土
木
事
務
所
ま
で

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鑑
識

　
七
月
↓
日
現
在
で
、
事
業
所
統
計

調
査
が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま

す
。　

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一

つ
で
、
事
業
所
に
つ
い
て
産
業
別
や

規
模
別
の
基
本
的
構
成
を
、
全
国
、

都
道
府
県
、
市
区
町
村
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
．
、

　
こ
の
た
め
、
店
舗
や
工
場
、
会
社

を
は
じ
め
と
し
て
、
学
校
、
駅
、
病

院
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
所
を
漏
れ
な
く
調
べ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
で
の
各
種
の
行
政
施
策
、

例
え
ば
、
地
域
開
発
計
画
、
都
市
計

画
、
交
通
対
策
、
雇
用
対
策
、
公
害

対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
あ

る
い
は
、
民
間
に
お
け
る
事
業
計
画

等
の
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事
業
所

に
お
伺
い
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



昭和61年6月号〔6）、
つ

こ“
・
つと報町 園

〕
　
反
当
百
万
円
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
、

反
当
三
百
万
円
の
シ
シ
ト
ウ
の
収
穫
、

転
作
作
物
の
第
一
位
を
占
め
て
い
る

ピ
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ
が
、
羽
坂
の
奈

須
熊
雄
君
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
三
十

七
名
の
組
織
が
あ
り
、
大
変
な
奪
斗

ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
は
一
日

奈
須
君
を
訪
ね
て
そ
の
組
織
活
動
や

栽
培
の
苦
心
談
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

昨
年
は
グ
ル
ー
プ
が
二
十
署
名
で
あ

っ
た
が
、
本
年
は
大
変
な
増
加
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
ピ
ー

マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
の
売
上
高
が
好
調

で
あ
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
硯
野
の
甲
斐
有
年
さ
ん

の
お
ば
さ
ん
は
、
昨
年
三
十
本
植
栽

し
て
い
た
が
、
今
年
は
七
十
本
に
挑

戦
し
た
い
と
の
こ
と
。
又
、
田
野
の

田
原
一
日
目
は
七
ア
ー
ル
作
付
け
を

し
、
高
い
収
量
を
得
た
こ
と
。
と
に

か
く
昨
年
の
平
均
収
入
は
反
当
九
十

万
円
位
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
奈
須
君
は
こ
の
ピ
ー
マ
ン
・
シ
シ

ト
ウ
を
町
内
で
十
町
歩
に
拡
大
し
て

「
億
円
の
収
穫
を
あ
げ
た
い
と
の
意

気
込
み
で
す
。

　
私
は
、
奈
須
君
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を

見
せ
て
貰
っ
た
。
約
六
ア
ー
ル
位
も

あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
一
万

四
千
本
の
苗
が
見
事
に
育
っ
て
い
た
。

水
や
り
が
大
変
で
葉
に
は
か
け
ら
れ

な
い
の
で
、
一
本
一
本
小
さ
な
鉢
の

根
元
に
水
を
か
け
る
。
年
と
っ
た
母

が
一
日
七
時
間
か
け
て
の
水
や
り
作

業
を
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
隔
日
作
業

で
あ
る
が
大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
苗
が
、
五

月
上
旬
に
は
三
十
七
名
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
栽
培
活
動
が
は
じ
ま
る

の
で
す
。
六
月
一
杯
で
収
穫
は
終
わ

る
の
だ
そ
う
で
す
が
、
収
穫
の
段
階

で
大
変
忙
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
忙

し
過
ぎ
る
と
か
、
人
手
が
足
り
な
い

と
か
で
“
ヨ
ダ
キ
ー
精
神
”
が
出
て

嫌
が
る
人
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
グ
ル
ー
プ
会
員
は
毎
月
一
回
農
協

に
集
ま
っ
て
、
役
場
職
員
・
普
及
所

職
員
の
指
導
の
下
に
研
修
会
を
開
い

て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
奈
須
君
は
栽
培
管
理
に
水
も
も
ら

さ
ぬ
仕
組
み
を
よ
く
や
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。

　
奈
須
君
は
東
郷
町
の
農
家
経
営
は
山

林
業
の
低
迷
、
米
収
の
減
反
を
考
え

折
角
町
が
ほ
場
整
備
を
し
て
い
る
の

で
色
々
な
転
作
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
水
田
ゴ
ボ
ー
、
筋
無
し
イ

ン
ゲ
ン
、
水
田
大
根
、
レ
タ
ス
、
ニ

ン
ニ
ク
等
の
夢
を
大
き
く
描
い
て
い

る
。
農
協
、
役
場
、
普
及
所
と
一
体

と
な
り
、
農
家
が
組
織
的
に
協
同
体

制
を
と
り
努
力
す
れ
ば
相
当
の
収
穫

は
あ
げ
ら
れ
る
と
、
自
信
を
も
っ
て

言
っ
て
い
る
。
私
は
新
生
東
郷
の
伸

展
に
是
非
そ
の
実
現
を
期
待
し
、
町

民
多
数
の
協
力
を
得
た
い
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
東
郷
町
民
会
議

　
　
　
　
会
長
　
都
甲
鶴
男

篭工鏡人♂適齢又

　　　　　　　　奪　！」卜鼓滅。，患紙釜、

遊
戯（

そ
の
二
）

塩
月
儀
市

　
よ
そ
り
が
に
と
い
う
箕
位
い
の
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
し

を
持
っ
て
い
る
蟹
の
主
が
棲
ん
で
い

る
と
い
う
鳥
の
巣
と
、
・
う
ま
た
は
大

蛇
の
居
る
と
い
う
冷
た
淵
、
そ
う
い

う
場
所
は
大
人
で
す
ら
よ
う
行
か
ぬ

幽
い
の
物
凄
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

他
に
逢
は
ぬ
の
が
嬉
し
い
ば
か
り
に

恐
ろ
し
い
の
を
我
慢
し
て
親
達
に
も

か
く
れ
な
が
ら
私
は
出
か
け
て
行
っ

た
。
鳥
の
巣
と
、
・
う
と
い
う
淵
は
三

方
切
り
削
い
だ
様
な
岩
壁
で
岩
か
ら

直
く
底
の
知
れ
ぬ
深
淵
と
な
っ
て
居

り
、
そ
の
↓
面
に
滝
が
懸
っ
て
い
た
。

謂
は
“
滝
壼
の
様
な
、
ま
た
薄
暗
い

岩
窟
の
淵
の
中
の
様
な
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
恐
る
／
＼
そ
の
岩
の
壁
を
這

い
な
が
ら
、
そ
れ
こ
そ
心
に
は
神
を

念
じ
つ
つ
ひ
っ
そ
り
と
糸
を
垂
れ
た

こ
と
を
思
う
と
、
今
さ
ち
な
が
ら
自

分
の
少
年
の
日
が
な
つ
か
し
い
。

　
や
が
て
少
し
つ
つ
文
字
を
知
る
様

に
な
る
と
、
少
年
雑
誌
や
姉
た
ち
の

読
み
古
し
た
も
の
な
ど
を
仮
名
を
辿

っ
て
読
む
様
に
な
る
と
、
　
一
層
そ
の

癖
が
湿
し
く
な
っ
た
。
今
ま
で
は
知

ら
ず
／
＼
仲
間
を
避
け
て
い
た
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
意
識
し
て
他
を
避
く

る
様
に
な
っ
た
。
そ
う
な
っ
て
愈
々

親
し
く
な
っ
て
来
た
の
は
山
で
あ
っ

た
。
ま
た
漢
で
あ
っ
た
。
多
く
は
独

り
で
山
に
登
り
、
漢
に
降
り
て
行
っ

た
が
、
稀
に
一
人
の
友
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
私
の
母
で
あ
っ
た
。

母
の
事

　
私
は
五
歳
位
い
か
ら
歯
を
病
ん
だ
。

右
も
左
も
虫
歯
だ
ら
け
で
、
痛
み
始

め
る
と
果
し
て
ど
の
歯
が
痛
む
の
だ

か
解
ら
な
く
な
り
、
ま
る
で
顔
か
ら

頭
全
体
が
痛
む
か
の
様
に
痛
ん
で
来

た
。
そ
ん
な
場
合
、
お
い
／
＼
泣
き

わ
め
い
て
い
る
私
を
抱
い
て
一
緒
に

涙
を
流
し
て
い
る
の
は
必
ず
母
で
あ

っ
た
。
私
は
母
の
涙
を
見
る
と
】
層

に
悲
し
く
な
り
、
尚
さ
ら
に
泣
き
上

げ
た
が
、
い
つ
知
ら
ず
そ
れ
で
痛
み

を
忘
れ
て
、
泣
き
労
れ
な
が
ら
眠
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
私
の
家
か
ら
十
丁
ほ
ど
川
上
の
方

に
柿
の
木
淵
と
い
う
深
い
淵
が
あ
っ

た
。
此
処
も
何
や
ら
主
が
居
る
と
呼

ば
れ
た
大
き
な
淵
で
、
一
方
は
高
い

岩
の
断
崖
と
な
っ
て
居
り
、
そ
の
上

の
密
林
中
に
水
神
の
社
が
あ
っ
た
。

母
は
私
だ
け
を
ひ
そ
か
に
起
し
て
背

負
い
な
が
ら
幾
日
と
か
日
を
き
め
て

其
処
へ
丑
の
時
詣
り
と
い
う
こ
と
を
し

た
。
真
夜
中
に
こ
っ
そ
り
と
家
を
出

て
、
田
圃
路
か
ら
や
が
て
淵
の
頭
の

　
　
　
　
　
ウ
ち
わ
た

浅
瀬
を
選
ん
で
徒
渡
り
、
ど
う
み
＼

と
い
う
水
音
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
林

の
中
へ
入
り
込
む
時
に
は
私
は
も
う

泣
く
に
も
声
が
出
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
て
小
さ
な
祠
の
前
で
初
め

て
火
を
点
じ
て
灯
明
を
あ
げ
、
落
葉

の
積
っ
た
土
の
上
に
私
を
も
ひ
ざ
ま

っ
か
せ
、
彼
も
そ
う
し
て
共
に
／
＼

歯
の
痛
ま
ぬ
様
に
と
祈
願
を
こ
め
た

の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）

庵（年中無休）水牧

、
つ

こ“、
つ
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、

震
、

肇
⑤
誤
餓

東
郷
病
院
長

　
　
　
河
　
野
　
幹
　
彦

　
幼
小
児
で
は
全
く
予
期
し
な
い
も

の
を
誤
飲
し
、
親
を
あ
わ
て
さ
せ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
．
、
処
理
の
仕

方
、
保
管
の
仕
方
が
不
完
全
な
た
め

に
お
こ
る
の
が
大
部
分
で
す
．
．
誤
飲

事
故
の
二
五
鄭
が
タ
バ
コ
で
、
三
二

〃

遡
k愈

の
ど
に
異
物

一
泊
イ
ム
ク
ッ
ク
法

　
　
に
よ
る

　
　
　
異
物
除
去

右
手
の
こ
ぶ
し
を
上
腹
部
に
当
て
、

左
手
て
右
手
を
持
ち
力
強
く
手
前
、
上

方
に
引
き
し
め
る
運
動
を
す
る
。
横
隔

膜
を
介
し
て
肺
が
圧
迫
さ
れ
て
強
い
気

流
か
気
道
内
に
起
こ
り
、
異
物
か
押

し
出
さ
れ
る
。

警
が
化
学
物
質
（
く
す
り
、
洗
剤
、

殺
虫
剤
、
化
粧
品
、
石
油
な
ど
）
で

す
。
味
が
悪
い
か
ら
飲
ま
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。
又
、
朝
顔

の
種
、
爽
竹
桃
の
葉
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
葉
や
芽
も
毒
性
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
で
で
き
る
処
置
は
、
皮
膚
や

粘
膜
（
目
）
に
付
着
し
た
ら
、
大
量

の
温
水
で
充
分
（
十
五
分
以
上
）
洗
い

ま
す
。
誤
飲
し
た
ら
、
一
～
二
時
間

以
内
で
意
識
障
害
の
な
い
時
は
胃
洗

浄
を
行
な
い
ま
す
。
ス
プ
ー
ン
の
丸

い
方
の
端
や
指
で
ノ
ド
の
奥
を
刺
激

し
ま
す
。
そ
の
際
、
前
も
っ
て
コ
ッ

プ
】
杯
の
ミ
ル
ク
や
温
水
を
与
え
て

お
く
と
よ
い
で
す
。
吐
か
せ
る
時
は

顔
を
横
に
向
け
て
く
だ
さ
い
。
意
識

障
害
時
、
石
油
製
剤
・
酸
・
ア
ル
カ

リ
誤
飲
時
に
は
吐
か
せ
た
ら
い
け
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
先
は
、
病
院
で
の

処
置
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
い
く
つ
か
の
例
を
述
べ
ま

す
。①

タ
バ
コ
…
一
本
の
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ
ン
の
量
は
一
～
ニ
ミ
リ

グ
ラ
ム
で
す
。
体
重
一
琵
あ
た
り
一

ミ
リ
グ
ラ
ム
が
致
死
量
と
な
り
ま
す

の
で
乳
幼
児
で
は
重
症
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
カ
ゼ
薬
一
カ
ゼ
薬
に
は
各
種
の
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
毒
を
お

こ
す
の
は
ま
れ
で
す
が
、
大
量
の
場

合
は
胃
洗
浄
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
洗
剤
　
石
け
ん
・
台
所
用
洗
剤
・

洗
濯
用
洗
剤
は
低
毒
性
で
相
当
量
飲

ま
な
い
と
重
症
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

衣
類
の
柔
軟
化
剤
・
ト
イ
レ
用
洗
剤

は
高
毒
性
で
、
　
一
～
三
聖
．
で
死
ぬ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

④
乾
燥
剤
（
シ
リ
カ
ゲ
ル
）
一
胃
腸
を

傷
つ
け
ま
す
。
十
分
に
水
分
を
与
え

て
く
だ
さ
い
。

⑤
防
虫
剤
一
ナ
フ
タ
リ
ン
は
成
人
で

二
4
．
、
小
児
で
ニ
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
死

ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
樟
脳
も
毒
性

が
強
い
で
す
。
パ
ラ
ゾ
ー
ル
類
は
毒

性
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
化
粧
品
一
ほ
と
ん
ど
無
害
で
す
。

大
量
の
場
合
は
胃
洗
浄
。

⑦
石
油
・
灯
油
…
蒸
発
し
た
ガ
ス
の

吸
入
に
て
肺
炎
な
ど
を
お
こ
し
や
す

い
の
で
嘔
吐
さ
せ
な
い
。
大
量
の
ん

で
も
胃
腸
は
ま
ず
大
丈
夫
。

⑧
マ
ッ
チ
　
ま
ず
大
丈
夫
で
あ
る
が
、

大
量
の
場
合
は
胃
洗
浄
。

⑨
農
薬
　
経
口
的
、
経
皮
的
、
吸
入

に
よ
り
中
毒
症
状
を
ひ
き
お
こ
し
ま

す
。
農
薬
散
布
に
は
小
児
は
連
れ
て

行
か
な
い
。
家
の
周
囲
が
田
畑
の
場

合
は
、
薬
剤
が
家
の
中
に
入
っ
て
こ

な
い
よ
う
に
対
策
を
立
て
る
。

　
誤
飲
は
予
防
が
非
常
に
大
切
で
す
。

危
険
な
も
の
は
小
児
の
手
の
届
か
な

．
い
所
に
保
管
す
る
な
ど
、
日
常
の
管

理
に
充
分
注
意
を
は
ら
い
、
あ
わ
て

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

＝
＝
＝
ニ
一
二
≡
＝
一
一
一
一
≡
≡
一
＝
＝
≡
一
≡
＝
一
≡
＝
≡
一
≡
≡
ニ
≡
一
＝
一
＝
ニ
≡
一
一
≡
一
一
…
「
一
≡
＝
一
一
＝
一
≡
…
ニ
一
＝
≡
…
一
≡
≡
≡
＝
一
一
一
一
＝
一
一
二
二
一
≡
≡

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
竃
社
会
の
み
だ
し
な
み
〃

一一

＜
j
≡
一
二
二
≡
ニ
一
一
一
一
≡
＝
一
≡
≡
＝
≡
一
一
二
≡
＝
≡
ニ
≡
≡
一
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
ニ
一
一
二
一
＝
＝
≡
…
一
≡
≡
一
一
一
≡
≡
ニ
＝
≡
＝
≡
「
一
一
二
二
≡
一
二
≡
一
一
＝

派
出
所
だ
よ
り

梅
雨
期
の
交
通
事
故

　
　
　
防
止
策

　
雨
が
降
る
と
交
通
事
故
が
増
加
す

る
原
因
は
、

　
O
路
面
の
泥
や
ほ
こ
り
が
雨
に
濡

　
れ
、
の
り
状
に
な
り
滑
り
や
す
く

　
な
る
た
め
停
止
距
離
が
伸
び
る
。

　
O
雨
滴
の
た
め
見
と
お
し
が
悪
く

　
な
る
。

　
o
雨
の
た
め
ブ
レ
ー
キ
ラ
イ
ニ
ン

　
グ
等
が
湿
り
、
ブ
レ
ー
キ
の
効
き

　
が
悪
く
な
る
。

　
O
高
速
で
走
行
す
る
こ
と
に
よ
り

　
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
を

　
起
こ
し
や
す
い
。

　
O
夜
間
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
で
フ

　
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
水
滴
等
が
乱
反

　
射
し
視
認
を
妨
げ
る
。

　
O
道
路
の
路
肩
が
軟
弱
に
な
り
、

　
欠
壊
の
危
険
性
が
出
て
く
る
。

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
梅
雨
時
期
は
、

　
O
速
度
は
ひ
か
え
目
に
、
車
間
距

　
離
は
い
つ
も
よ
り
長
く
。
（
降
り
始

め
は
特
に
大
切
な
こ
と
）

o
「
急
」
の
つ
く
運
転
（
急
ハ
ン

ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
）

は
絶
対
し
な
い
．

O
ワ
イ
パ
ー
は
い
つ
も
整
備
し
、

す
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ
は
早
め
に
交

換
し
て
お
く
。

O
水
溜
り
通
過
後
は
、
必
ず
ブ
レ

ー
キ
の
効
き
具
合
を
点
検
す
る
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
．
、

水
難
事
故
を
防
ご
う

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
六
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
は
、
例
年
、
痛
ま
し

い
水
の
事
故
が
急
に
増
え
て
い
る
の

で
す
。
水
難
事
故
は
、
何
も
水
泳
中

に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
私
達
の

日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
も
、
発
生

す
る
危
険
な
要
素
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

「
水
」
の
あ
る
と
こ
ろ
、
必
ず
事
故

発
生
の
危
険
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

☆
訂
正
☆

　
町
報
五
月
号
の
中
で
、
標
準
農
業

労
働
賃
金
の
コ
ン
バ
イ
ン
一
万
二
予

円
は
一
万
一
千
円
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

、
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計量妃念日（6月7日）

青
年
リ
ー
ダ
ー

国
内
研
修
生
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
予
定
人
員
　
3
名

▽
派
遣
先
　
　
北
海
道
幕
別
町

▽
派
遣
期
間
　
昭
和
6
1
年
7
月
8
日

　
　
～
1
2
日
　
4
泊
5
日
（
予
定
）

▽
対
象
者
　
町
青
年
団
活
動
に
積
極

　
　
的
に
参
加
し
、
今
後
も
青
年
活

　
　
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
で

　
　
き
る
者

▽
募
集
期
限
　
昭
和
6
1
年
6
月
1
6
日

▽
参
加
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
貝
会
事
務
局

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
て
い
ま
す
．
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
良
　
山
口
俊
一

⑪
囲
同
色
掴
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

身
体
障
害
者
（
児
）

　　

@
巡
回
相
談

　
次
の
と
お
り
巡
回
相
談
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
及
び
場
所

〔
7
月
1
0
日
〕
門
川
町
中
央
公
民
館

〔
1
0
月
9
日
〕
日
向
市
勤
労
青
少
年

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〔
1
1
月
1
3
日
〕
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー

　
　
　
　
　
プ
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
受
付
は
い
ず
れ
も
9
時
3
0

　
　
分
か
ら
1
2
時
ま
で
。
診
査
判
定

　
　
は
一
。
時
か
ら
。

▽
相
談
内
容

　
ω
障
害
程
度
の
判
定
、
②
更
生
医

療
及
び
育
成
医
療
給
付
の
要
否
の
判

定
、
御
補
装
具
交
付
の
要
否
の
判
定

並
び
に
補
装
具
の
処
方
適
合
判
定
、

ω
心
理
学
的
判
定
（
知
能
測
定
、
性

格
判
定
な
ど
）
、
㈲
職
能
的
判
定
、

施
設
利
用
の
要
否
判
定
、
㈲
義
肢
、

装
具
の
型
と
り
及
び
簡
単
な
修
理
、

の
国
民
年
金
（
障
害
年
金
）
の
受
給

に
関
す
る
相
談
、
㈲
身
体
障
害
者
手

帳
・
再
交
付
申
請
書
、
更
生
医
療
給

付
申
請
並
に
補
装
具
交
付
申
請
書
の

作
成
な
ど
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
　
奥
さ
ん

　
第
三
号
被
保
険
者
の

　
　
　
届
出
は
済
み
ま
し
た
か

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
個
別

に
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
老
齢
基

礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
第
三
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

役
場
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
目

に
届
出
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
＝
期

町
県
民
税
一
期

次
の
よ
う
な
場
合
は

　
　
　
　
届
出
を

　
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
る
ど
き
は

そ
の
都
度
、
役
場
の
年
金
係
へ
届
出

が
必
要
で
す
。

　
、
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て

　
い
た
方
の
配
偶
者
が
勤
め
を
や
め

　
た
り
、
又
は
自
分
が
自
営
業
や
勤

　
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

二
、
夫
婦
と
も
国
民
年
金
に
加
入
（

　
第
一
号
被
保
険
者
V
し
て
い
た
方

　
の
配
偶
者
が
会
社
に
勤
め
た
り
、

　
自
分
も
勤
め
や
自
営
業
を
や
め
配

　
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
た
と
き
。

　
な
お
、
こ
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
箏
爪
の
矢
野
房
子
さ
ん
か
ら

　
（
日
好
さ
ん
・
6
7
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
濱
地
力
さ
ん
か
ら

　
（
實
さ
ん
・
7
0
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
小
川
伊
政
さ
ん
か
ら

　
（
富
士
子
さ
ん
・
5
4
歳
ご
死
去
）

町
職
員
の
発
令

〈
退
職
〉
　
四
月
三
十
日
付

　
矢
野
紀
子

〈
採
用
V

　
　
壷

屋
薬
薬

藤
潔
潔

　
五
月
一
日
付

恭
子
（
坪
谷
幼
稚
園
）

．
搬
灘
懇

葵
潔
繋
潔
葵
潔
藤
藤
藤
嬢

（
四
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

伊’海 池 三 矢 赤

東 野 口 浦 野
ち
や

哲 恵
一 志 真 ん

の
男 李 気 乃 帆 名

松 茂 父
進 満 定 の

実 実 名

八 羽 鶴 仲 坪 住
重 野

原 坂 内 深 谷 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ （ （ （藤甲 橋柱 塩矢 山林 古学
氏

岡斐 口野 月野 田 谷野

良福 照辰 京 明秀 吐口

子徳 美守 子等 美樹 子平
名

諸山 天日 小坪 日鶴 門仲 住

塚野 向1 野 向野 川

村田 表市1田谷・ 市内 町深 所

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

濱
池
　
　
實

矢
　
野
　
日
　
好

山
床
1
こ
エ

那
須
君
子

黒
木
ツ
タ
エ

氏
名

70

@
歳

59

ﾎ

71

ﾎ

77

ﾎ
年
齢

迫
野
内

福 ・下

@渡
｣田L

坪
倒
寺
迫
住
所
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